
 【つくばエクスプレス延伸について】 
　さいとう健は、この４月、「つくばエクスプレス利用・建設促進議員連盟」のメンバーとして、つくばエクスプレス
(TX)沿線を選挙区とする自民党国会議員、井崎流山市長など自治体の首長さん達とともに、片山さつき財務大臣、
金子恭之国交大臣等に対しまして、悲願の東京延伸について力強く要請を行いました。 
　TXは、平成17年の開業以来、沿線住民の急増に伴い、一日平均輸送人員は、2025年上期で42万3千人(前年同期
2万人増)、ラッシュ時の混雑率は2025年には151%と増加の一途をたどる、超人気路線です。
　議員連盟ではこれまでも、TXの利便性向上を目指し幾度にも渡り要請を続け、結果、令和元年には8両編成化が
事業決定され、2030年代前半の運用実現を目指してホーム延伸工事も進められております。 
　TXの東京駅延伸については、交通政策審議会の答申において、都心部・臨海地域地下鉄(りんかい線及び羽田
空港アクセス線と連携し、羽田空港に接続する路線)と一体的に整備すると明記され、このうち都心部・臨海地域
地下鉄については令和5年、東京都が、整備主体及び事業主体を発表し、令和22年の開業を目指すこととされました。 
　この一体的整備が完成すると、ＴＸに乗って東京駅や臨海部、羽田空港に行けるようになります。官民の研究機関が
多く集まるつくばや、産学官の先端技術産業の集積が進む柏の葉などが羽田空港と直結することになり、高市内閣が
進める産業競争力の強化にも大きく貢献することになります。 
　ＴＸ沿線にお住いの皆さんが文化、エンタメ、食などのメッカである有楽町(東京国際フォーラム)、築地、東京ビッグ
サイトなどと一本でつながります。何と夢のあるプロジェクトではないでしょうか。さらに、インバウンド、地方からの観光
客の誘致にもつながります。 
　このためTX議員連盟では、国としても、国際旅客税を活用した必要な支援を行うよう要請しました。 
　さいとう健は、地元の皆様の利便性向上、更なる沿線の活性化のため、この夢のプロジェクトの実現に汗をかいて
まいります。 
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昭和34年、小さな写真屋に生まれる。
大学時代は、ハンドボール部のキャプテンとして活躍。
零細企業に育ったこともあり、中小企業を担当する通商産業省に入省。
日米交渉やエネルギー政策などに携わる。埼玉県副知事に出向も。
平成18年衆議院千葉七区補欠選挙の公募に選ばれるも、惜敗。
平成21年衆院選において初当選。7期目。環境大臣政務官、農林水産
大臣、法務大臣、経済産業大臣を経て、現在、予算委員会筆頭理事として
重責を担う。

令和8年4月15日　国土交通大臣室にて令和8年4月14日　財務大臣室にて



【肥満症対策議員連盟会長に就任】 
　さいとう健が、5月8日(金)に開催された、「肥満症対策議員連盟」の設立総会において会長に就任しました。 
　さいとう健が肥満症対策議員連盟？と、意外だと思われるかもしれませんが(笑)。 
　我が国では約2,660万人が肥満に該当し、その社会経済的負担はなんと年間約2兆円規模にも上ります。また、肥満
症は糖尿病や心血管疾患、がんなど、実に200以上の健康障害の「上流リスク」でもあります。 
　この肥満症に焦点を当て、様 な々病気が重症化する前にしっかりと手を打つことで、医療費を抑制できるだけでな
く、国民一人ひとりがもっと元気に活躍できるようになります。健康寿命の延伸、担い手の確保、労働生産性の向上、
経済成長への貢献にもつながります。 
　したがって、肥満症対策は医療政策でもありますが、経済政策としての成長分野・投資分野でもあります。 
　肥満症の有病率をわずか1%減少させるだけで、年間約900億円の財政改善が見込まれるという指摘もあります。 
　実は、我が国は、世界に先駆けて肥満症対策をリードしてきました。2000年に日本肥満学会が診断基準を策定し、
単なる「過体重（肥満）」と、医療介入が必要な「肥満症」とを明確に区別し、近年は、外科治療に加えて、薬物療法も
広まっています。 

さいとう健の
ポッドキャスト
YouTubeで配信中

【さいとう健　国政報告会】
日時：７月２０日(月・祝)１５：００～１６：００

会場：スターツおおたかの森ホール

参加費：無料
（流山おおたかの森駅北口より直結）
　※公共交通機関をご利用ください

（１４：００～受付開始）

5歳の子がご主人の
似顔絵を届けてくれたワン！

 【千葉北西連絡道路整備を国交大臣に要望】 
　５月２０日（水）、さいとう健は、鈴木有野田市長他、沿線市長とともに、金子恭之国土交通大臣に対し「千葉北西
連絡道路」の早期具体化を強く要望いたしました。 
　この「千葉北西連絡道路」は、野田市を起点に柏市・我孫子市を経て印西市に至る地域高規格道路です。
　これまで国道16号線は当該地域唯一の広域幹線道路としての役割を担ってきましたが、全国ワースト水準の慢性的な
渋滞が続き、物流停滞や人命に関わる救急搬送の遅延など、住民生活や地域経済に深刻な影響を及ぼしています。  
　また、利根川の水害などの災害時には代替路が乏しく、交通の脆弱性も顕在化
している状況です。 
　さらに、「千葉北西連絡道路」をさらに南に延伸（国道４６４号線以南）すれば、
常磐道・国道6号等との接続が便利になり、野田市（目吹橋周辺にインターが
できる予定）から千葉市内へのアクセスも格段によくなります。 
　さいとう健は、この「千葉北西連絡道路」が一刻も早く実現できるよう、必要な
予算確保の要望など、地元自治体の皆さんとともに行動してまいります。 

　関係府省庁、医療・学術界、企業、自治体、市民社会と連携しながら、同僚議員とともに
具体的な前進をこの議連で実現していきたいと思っています。 
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